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エリアの庭

絵を描いてくれたアキちゃんと、大好きなみんなへ捧げます。

宇宙舟は、その最終目的地である、灰色の星へ向かって、ゆっくりと航行を続けている。野球ボールを半分に切ったような半球の形をした宇宙舟には、一体のロボットが積み込まれていた。

小さい丸窓から差し込む、星の明りだけが照らす薄暗がりの船内でそれは白い長方形の台座に薄透明な丸いケースに入って、眠るように横たわっていた。

宇宙舟が、その灰色の星の、大気圏に突入する。血しぶきのような火花が舟を包み込んで、そのボウル型の宇宙舟は、星へと降下していく。それはさながら丸いふたがのせられたプレートを、灰色の星という猛獣が、大きな口を開いて、一口で呑み込むかのように見えた。

機体がゆれるのにあわせて、そのロボットの白いショートカットの髪は、窓越しの火花を映して、ちらちらと金色に光る。ゆるやかな丘のように伸びるまゆげ。整えられてくるんと反り返るまつげ。小さく、つんと飾られた鼻。透き通るように白く、ほんのりピンク色の頬。薔薇の色をして、温かな呼吸をする、ぷっくりとした唇。

言われなければ誰も、決してそれを、ロボットだと、認識することは難しいだろう。

白い布一枚のワンピースを着て、それはふっくらとした乳房と固いのどぼとけ、そして男性器と女性器を持つという外見的な、人間の全ての特徴を併せ持っていた。

その完成された、完璧すぎる、容姿だけが、「それ」がロボットであることを証明していた。

宇宙の果てから、眺めればそれはまるで胎児の受精のように見えた。うっすらと白く伸びるその星の大気を、赤く尾を引きながら流星のように、宇宙舟が、突き進んでいく。

○

そうして、その宇宙舟はゆっくりと、その半球の平らな面を下にして、灰色の星へと降下していく。硫酸の嵐吹き荒び、灰色のナトリウムの砂が舞う岩だらけの星へ、ズシーンと、その生物のいない星に、誰も聞かない音を立てて、それは着陸し、徐々にゆっくりとそのエンジンが青い炎を吹き立たせるのをやめる。

船内に、一斉に、蛍光灯の色をした無機質なあかりがつき、そのロボットの乗った台座のプラスチック風の透明なふたが、貝が口を開くようにゆっくりと口を開ける。

その正面のモニターがオンになり、黒地に白い字でこう表示される。

「グッドモーニング、エリア。」

○

その、エリアと呼ばれたロボットはゆっくりと目を開けると、明りがまぶしいというように数回まばたきをして、上体をむっくりと起き上がらせる。そして伸びをし、あくびをすると足を、そろえてベットから降ろし、そのままの勢いで立ち上がりモニターにつぶやく。

「おはよう。ヴィークル・ザ・ココロ。」

ヴィークル・ザ・ココロとはこの舟の名だ。彼女はこれまた白色のスリッパをはくと、その白のワンピース姿のまま、ほうろう風の白いやかんに水を入れ、レンジのつまみをまわし、火をつけ、お湯を沸かす。

（白ばっかり。父さんはデザインには、こだわりがないものね。それにこのレトロな旧式の火のシステムは母さんらしい。でも、自動で沸く味気ない機械よりちゃんと火で沸かす方が、コーヒーには向いているわ。）

そんな事を考えながら、手で髪を撫でつけて、茶色のコーヒー豆をガリガリと挽くエリア。三角形のろ紙の中にその削った豆を入れて、数回に分けてお湯を注ぐ。注ぎ終えると、テーブルの丸い椅子に腰を下ろした。

「とうとう、辿り着いてしまった。」

いつ終わるか知れない、果てしなくはるかなる旅も、もうすぐ終わるのだ。エリアはモニターに映し出されたその灰色の星の荒涼とした砂漠を、呆然とながめた。

「良く似てる・・・。」

その星には太陽と月が一つずつあり、地球に良く似ていた。

もしも地球が崩壊していなかったら、こんな灰色の星になっていたのだろうかと、エリアは思った。

エリアは胸を押さえて、テーブルにつっぷした。地球の事は思い出したくない！呼吸が荒くなって、息が止まらなくなる。死にたい、消えたい、帰りたい、だけが頭の中でぐるぐる回る。でも知ってるんだ。少しすれば、治まるってことも。

頭の中の虹色の領域が、点滅しながら歌い踊る。

うつ、なのかしら、と、ロボットは思う。そして、ロボットなのにね、と、笑う。パパとママが、ちゃんと設計してくれなかったのね。しっかりしてよね、なんてね・・・。

エリアはまた立ち上がり、ハムと目玉焼き(片面焼き）、食パンを食べると、腰に右手をあててゴクゴクと牛乳を飲んだ。

「プハーっ！」

そして無印のグラスを、たん、とトレイに置くと、台所へと運び、とりあえず置いて、モニターに対して指を鳴らす。

「ココロ、設計図を出して。後はこの星の地勢図と、大気の成分分析と、土壌の成分分析を３アークおきに出してちょうだい。テラ・フォーミングの準備に入ります。」

テラ・フォーミングとは、テラが地球という意味で、地球と同じ、生命の住むことの出来る自然環境を別の星に再現すること、だ。具体的に言うなら、まずは大気を硫酸の海から、酸素と二酸化炭素、窒素のバランスの整った地球と同じ大気成分へと変化させる。また適度な水分を発生させる。その後、土壌の成分も植物が育つことのできる成分へとまるまる変えていくのだ。

そう、このショートカットの少年か少女のようなロボットは、この灰色の星に地球を再現しようとしていた。それが、このロボットの使命の一つだった。

彼女はテーブルの小さい丸いスイッチを押すと、白くテーブルがバックライトのように光る。その上に大きな模造紙を広げるエリア。その中央には灰色の星が描かれている。彼女は長く不ぞろいな色えんぴつと、使いさしの水彩絵の具のパレット、筆洗い用にセパレートされた小さな黄色いバケツを置き、カラフルに汚れたフキンを置くと、鉛筆と筆をにぎりしめた。

「あぁ、忘れてた・・・。」

ティーバッグで紅茶を入れて、一息つくのが、考え事をする前のエリアのルールだった。お湯を注いでふたをして、一分待つ。口をつけると、考えるスイッチが動き出す。

魔法のように、モニターと図面をにらみながら、その灰色の星に様々な画材で、絵や文章を書いていく。

針葉樹林、冷たい風や砂漠、花や、虎、象。ピラミッド、万里の長城に、人。その横に米粒よりも小さい字でびっしりと、その歴史や注意事項も刻んでいく。

（スイッチが入れば、私、天才ですから。）

と、鼻頭を絵の具で汚しながら、エリアはその地球再生の図面を描き続ける。宇宙舟の天上から、丸い筒状のカメラが伸びてきて、その絵をスキャンする。

宇宙舟ヴィークル・ザ・ココロのコロニー、本体から、巨大なホースが伸びて、ミミズのバケモノのようにガバッと口を開くと、薄水色のもやを含んだ、生暖かい大気が地表へと送り出される。と、同時に船体のそこの横縞の鉄格子の吸気口からその星の硫酸の大気が吸い込まれていく。悠久の時間が流れていく！エリアは無限の命を持つ、計画にちっぽけな時間など無意味だ。彼女は時間などには囚われない。何百万、何千万、何億枚と計画を立て、書き直し、大気は浄化されていき、黒雲が渦巻き、雨が降る。

エリアの描いた絵の通りに、海が産まれ、陸が出来る。それをわき目もふらずに見ることなく、計画を更新し続けるエリア。

コロニーのドアが開き、そこから無数のクモのようなロボットが出てくる。その頭には鉄のむぎわら帽子のような日よけがあり、丸い太った体から十本の手足が伸びていて先がスキとクワの形になっている。エリアはちらっとモニターを見て、その旅立ちの様子を確認し、言う。

「行ってこい。タゴサク君！」

そのタゴサクと呼ばれたロボットは地表のエリアによって指示されたポイントまで辿り着くと指示された一面をそのスキとクワで耕すと、爆発し、体内のチッ素やリン酸、カリウムなどの有機物を撒き散らせる。

繰り返される長く続く、大嵐。叩きつける雨と風。手をふと止めて、エリアは丸窓へ歩きその目で外を見た。

（嫌だ。思い出したくないことを、思い出してしまう・・・！）

エリアの瞳から、涙が一筋落ちる。

○

破壊は、予感を伴って、唐突に起こる。

そしてそれは怒りや、絶望を伴うから、ありがとうも、さようならも言えなかったりする。

地球も同じような理由で滅んだ。あのロボットの名は、アリスと言った。ロボットとは言っても、足があって歩くようなロボットでは無くて、意志を持った巨大なコンピューターで、全ての機械とも接続された中枢であったから、マザーコンピューターとも呼ばれた。

彼女の特徴は、あらゆる人の夢を叶えることが出来ることだった。

その頃解明の進んでいた時間制御物理学は、過去への干渉、タイムトラベルをこそ可能にはしなかったが、ある指定された空間の、時間の進むスピードを極限まで遅くすること、また早くすることを可能にした。

それはどんな願い事も、他の全ての科学技術と組み合わせ、その巨大なコンピューターが時間を利用して一瞬でその成果を出すことで叶えられた。

そうして地球は栄華をほこった。瞬間的空間移動、ワープも、過去を見ることも、永遠の命も、火を意のままに操ることも。クローン、自分のコピー人間の作成も、巨大で美しい建造物も、人が思い描くものは何もかも叶えられた。

＿＿＿一部の、低所得者層を除いて。

その頃、地球の行政の中心を司っていた地球大国アメリタニアは、地球の正しい発展の為、ちゃんと教育されたレウナスと呼ばれる選ばれし市民にのみ、アリスの使用を許可した。彼らには子供の頃からアリスとの通信機が渡され、大人になると脳内にそれが埋め込まれて、思うだけで全ての欲求がたちまち叶えられるのであった。

だが、一方アリスの使用許可を与えられなかった貧民層フェルガニア出身で、革命軍のリーダーであるアレン・アーノイドは、十二台あるアリスの諸号機のうちのエメラルドを占拠し、レウナスとフェルガニアによる内戦へと拡大。その戦いは地球のコアを傷つけるにまで及び、戦いの均衡状態の中、アリスは地球を修復することが不可能となり、大爆発を起こすに至ったのである。

その際、地球大国アメリタニア大統領であるシゲル・アメリタニアは、アリスの開発者であり彼の弟である科学者、テラ・アルフォードに命じ、地球を再生させる為のロボットを宇宙へ送り出した。

それが、エリアである。

エリアには、地球の全ての記憶と、全ての生命のつがいの種が埋め込まれていた。

○

＿＿＿本当に、地球を再生させるべきなのかしら。

シャワーから出るここちよいお湯を浴びて、つかれた体から汚れを落としていく。

嫌なことがあったら、シャワーを浴びると、たまに、気が紛れるから。

エリアは二つの乳房を、泡立てたボティーソープで撫でるように洗い、丁寧に指をペニスに這わせる。ヴァギナのふちを丁寧に泡であらうと、湯を浴びて、その暗い淵の中に、そっと手を入れて、洗う。

そしてシャワールームを出ると、タオルで軽く体をふきバスローブを着て、ココロ・コロニーの研究室へと移動する。

彼女は黒い弾力のある革製の台の上に乗り、裸のまま両足をＭ字に広げる。それは赤ん坊を産む時に、女性が乗る分娩台である。

エリアは右の手でペニスをゆっくりと包み、しごく。そして左の手でヴァギアを優しくかき乱す。乳首が立ち、頬がつんと赤らみ、分泌液がペニスの先端とヴァギナから、トロリともれる。

「はぁっ！」

エリアは切なさと愛しさに、声をもらし、目を強く閉じて、きゅっとひたいに縦のしわをつくる。たまった涙がつっと、研究室の床へと落ちる。汗の匂いが研究室に満ちる。

「あぁっ！」

エリアは男の絶頂と女の絶頂を同時に迎える。ドロリとペニスから流れ出す白濁液と、ヴァギナから流れるツユを、備え付けられたアームが丸い卵型のケースで受けとめる。

「はぁ・・・はぁ・・・はぁ・・・。」

エリアの息だけがその研究室に響く。自慰行為の最中、ずっとエリアはある人の事を思っていた。

○

自慰行為を終えると、エリアは白いワンピースに着替え、スコップとシャベル、そして卵を持って、スキップをしながら、コロニーの外へ出た。

扉の外には青空が広がっている。遠くに暗い雲が去って、小さな稲光が見える。厳しい嵐は終わった。水たまりに太陽が映っている。

エリアは裸足で、その土の感触を確かめるように歩く。と、

「決めた！」

と、座り込み、そこをスコップで掘り出した。そしてそこに掌大の卵を埋め、優しく土をかけ、シャベルでならし、そっと手で押さえかためる。

そして手を組み、祈った。

＿＿＿どうか、立派に花が咲きますように。

と。

○

目を開けると、お父さんが煙草を吸っていた。

日差しの差し込む、バラックのような場所を好んで、科学者テラ・アルフォードはロボットの製作を行っていた。それはエリアが産まれた日の光景だ。設計図の敷かれたテーブルの上には一枚の写真が飾られている。花に囲まれて微笑む、彼の妻アリス・アルフォードである。

テラは利き手の親指と人差し指の先で煙草をスッと吸い込むと、ゆっくりといつくしむように吐き出し、機材の無造作に置かれた床に投げた。それを白雪姫と七人の小人に出てくるような、チェックのチョッキを着た妖精のような小人ロボットが踏んづけて消して、これまた小さなチリトリで拾いあげて、捨てに持っていく。

「目、醒めたか。」

私が、キョトンとしていると、お父さんがそんな風に話しかけて、まばたきをすると、頭をくしゃくしゃと撫でてくれた。

「よし、返事は、はい、だ。しゃべってみろ。」

「はい。」

エリアが言うと、テラは人差し指を立てて二回、交互に左右に振る。

「チッチッ。そこに笑顔を足すとかわいいのさ。やってみな。はい、の後に、こうだ。」

と、テラが歯を出して、日に焼けた薄い茶褐色の肌をしわだらけにオーバーに笑って見せるとエリアも

「はい。」

と言ってオーバーに微笑んだ。

○

「俺が、お前の父さんで、これが、お前の母さんだ。」

テラが白衣をひるがえして、妻の写真を手に取りエリアに見せる。彼女の名はアリス・アルフォード。あの、地球を崩壊させたロボットと同じ名である。

「お母さん・・・？」

○

お母さんの事は、父さんが話してくれた。テラは時間物理学者。アリスは脳科学者であり、二人共に政府管轄のロボット研究所の研究員であった。

テラは時間物理学を応用し、人の夢を叶えるロボットの研究を、アリスは脳科学の観点から、「愛」という感情を持つロボットを研究していた。

先に完成したのは愛の感情を持つロボット、そう、エリアであった。

脳には虹色の領域、スペクトル・セクションという謎の領域がある。言語や反射を司る脳のあらゆる部分の機能は、その組成が研究によって明らかにされ複製を可能としたが、生きることに対する欲求、食べること、眠ること、愛すること、～したいということ、生きる欲求の根源を生み出すその虹色の領域だけはどうやっても複製することが出来なかった。

その為、命令を実行する入れ物は作ることが出来ても、自主的に愛するという機能を持つことも無かったのである。

「そんな、まさか、信じられないわ。こんなシンプルな、でもこんなに美しい複雑なシステムを作り出すなんて・・・！」

しかし、それは偶然によって解決された。考古学者によって、古代遺跡から発掘された未知の遺物から、その虹色の領域と同じ構成を成す鉱石が発見されたのである。

○

一方テラも、時間システムを用い、後に彼の妻の名アリスと呼ばれるロボットを完成させようとしていた。

「アリス。これで人間は全てを手に入れる。とうとう人間は神を超えたんだ！」

興奮してそう話す若いテラに、妻アリスは温かな紅茶を片手に答える。

「ねぇ、テラ。ちょっと座って。私はね、」

と、アリスはブロンドのパーマのかかった髪の、その中央の青い目で、銀髪のテラを見つめて続けた。

「人にはまだ、あなたのロボットは使いこなせないと思うわ。ねぇ前世紀の宗教で、こんな話があるの。初めに、神によって作られた男女がいた。彼らは楽園で何不自由なく暮らしていたが、神に、その楽園の中央にある、知恵という名の木の実だけは、食べてはならないと言われていた。けれど、彼らは食べてしまって、楽園を追われてしまう。未熟なうちに知恵を持つことで、ずるがしこく、そして恥ずかしさを知るっていう教訓話。知ってる？」

「ああ、デウス、だろう？」

テラは煙草をくゆらせて、苛々しながら答える。

「何が言いたい。」

「人の全ての欲求が、あなたのロボットで叶えられたら、頑張る喜びはどうやって得るの？物事を為しとげるかけがえのない喜びは。人の生きる価値は、持っている物や、成した事じゃない。どれだけ頑張ったかが全てなのよ。」

テラは答えた。

「そんなの、理想論さ。俺があのロボットの開発を始めたのは、障害で足が動かず、目も見えず、満足に話すことも出来ず、くやしいと言いながら死んでいった弟の為だ。あれさえあれば、みんな豊かになれる。みんな五体満足になれる。世界は平和になる！」

尤もだわ、と、アリスは答えた。

「でも、あれを使いこなせる程、人は心が、成長していない、と思うの。嫌な予感がする。時間を操るあのロボットは、私達を楽園から追い出させる禁断の力がある。」

テラはつばを飛ばし、白衣をひるがえしながら、妻アリスに答えた。

「ちゃんとそれについては、使用出来る人間を限定したりシゲル兄さんが考えてくれているさ。絶対問題が起きないように。それを言うなら、君のロボットに、何の意味があるんだ。エリア遺跡から発掘された未知の鉱石を使った愛を持ったロボット・・・って、愛ならみんな持ってる。そんなもの作ったって、何の役に立つんだ。」

アリスは肩を落としてため息をついた。

「そうね。結局私もあなたと同じ、科学にとりつかれて成果をあげることに狂った、神様の真似をしてる、お猿さんなのかも知れないわね。」

テラはアリスの両肩に両手を乗せる。

「それでも、産まれちまったものは、仕方無えよ。そうやってたまに痛い目を見ながら、やりたいことやって、こんな大人になったんだから。」

○

一人、虹色の領域と同じ構造を持つ七色の宝石を顕微鏡でのぞいているアリス。

「後はこれを、本体に組み込むだけで、エリアは完成する。」

その鉱石の掘り出された遺跡の名前から、彼女は愛の感情を持つロボットを、エリア、と名付けることに決めた。

ちょうどその時、彼女はその宝石に微量の放射線を投射し、それが生成された年月を調べようとしていた。

モニターに表示される結果を見つめるアリス。

「測定、不能・・・？」

モニターは、おかしな表示をしめしていた。数値が増え続けて、止まらないのだ。理論上何兆光年という宇宙の始まりまでの全ての時間を計測できるはずの装置が宇宙の始まりまで測定し、それでも止まることなく、エラーを示している。

「？」

その時だった。虹色の宝石の中央が、白く輝き始める。エラーを起こした機械が想定外の出来事に暴走し、多量の放射能を射出したのだ。そうして、その白い光は、宝石の中央で七色の虹の光の渦となり、アリスを包み込んだ。

「ああ！」

死の間際、アリスは思った。

「きっとこの宝石は、永遠の時を生きているのだ。」

と。

○

その機械事故の後、エリアは起動されずに放置されていたのである。アリスを心から愛していたテラは、そのロボットを見ることすら、苦痛だったのである。

けれど、テラは自分のロボットを完成させ、それに妻の名を付けた後に、目的を無くして、たわむれに、エリアを完成させてみたのである。

○

「で、お前の名前は、エリア、だ。」

エリアが手を胸元まで持って行き、つぶやく。

「エリア・・・。はい！」

そしてニコッと笑う。

「よし、その調子だ。」

シゲルも笑って立ち上がり、手を叩いて言った。

「よし、じゃあお前にこれから、色々教えてやらなくちゃな！」

エリアは思い出していた。白衣にぼろぼろのジーパン姿で、サンダルをはいたそんな父の姿を。

○

「私も、しつけ、しなきゃ・・・。」

エリアは少し憂いた様子でヴィークル・ザ・ココロのモニター越しに、外の様子をながめる。風雨に何度もさらされて、地表に顔を出したむき出しの卵がいくつも見える。それは太陽の光を浴びて美しく白く茶色の大地に咲いた小さな花のようだ。

長い時の中でエリアによって作られた無数のその卵はそうして芽を出す時を迎えた。卵が唐突にコツンとゆれる。コテンと横倒しになりひびが入る。そのひびを手がかりにして、灰色の細長いホース状の何かが、顔を出す。一本、いや、二本。それはそのひびを崩しながら、やがて溢れ出るように、殻を二つに割って外へ躍り出る。

＿＿＿小さな、象！つがいの。エリアは愛しい目でそれを見つめると、外へ出て、彼らを抱く。同じように、あちこちで孵化が始まる。

キリン、蝶、みみず、カリフラワー、シダ植物、モグラ、トリケラトプス、ドラゴン、ミーアキャット、クワガタ、ごきぶり、バシリスク、鳩、ハイビスカス、野ばら・・・全てつがいや、おしべとめしべがそろった成長した大人の姿で卵の中から産まれて来る。

エリアは嬉しくなって、とても嬉しくなって、両手を大きく広げて、みんなに挨拶をする。

「ようこそ、赤ちゃん達！新しいこの世界へ。」

気がつくとエリアはぽろぽろ涙を流していて、嬉しさにそのままクルクルと回る。

「私はもう、一人ぼっちじゃない！」

彼女はバラに口付けして、キリンの赤ちゃんの首に頬を寄せると、スギゴケの群れの生い茂ったふとんのような大地に寝転がり、手で目を覆った。どうしてだろう、涙が止まらない。

「一人じゃない・・・一人じゃない・・・一人じゃない・・・一人じゃない・・・。」

ずっとずっと一人だった。あの地球の滅びた日から、ずっと。あの舟で何度も過去や未来へ飛び、私に与えられた使命を果たす為、神のように人を試し続けた。でも、みんな私の横を通り過ぎていった。彼らは残された最後の夢の幻だった。気が狂いそうだった。私の生きる、私の時代に、生命は存在しなかった。感情を与えられた、私でさえ、生命ではない・・・！

どれだけ私は私の感情を呪ったろう。

溢れ出る思いが涙となって流れるのを、象の赤ん坊が鼻で、ぴちゃぴちゃとなで、赤い小さな舌でなめとるから、エリアはワンピースの袖でゴシゴシと涙を拭くと、首からつるした胸の谷間の真っ白い笛を取り出して、ピーッと吹いた。

それは甲高い音をこだまさせて、その星に高い周波数で響き渡ると、生命のツガイ達に埋め込まれたマイクロチップが、エリアに注目するように指示を出すので、皆が一斉に、エリアを見る。

エリアはすくっと立ち上がり居住まいを整えて、一度ぴょこんとお辞儀をすると、指をパチッとならす。

「では今から授業を始めます！」

エリアは全ての動植物、昆虫微生物にまで通じる複数の言葉や超音波を同時に発して、皆に告げる。

前以って備え付けられていたプロジェクターが、大気中の二酸化炭素に投影して、エリアを立体的な数キロメートルの大きさのホログラムとして、世界同時七ヵ所に映し出す。

「はい、じゃあ行くよ。レッスン１。えさのとり方！」

彼女はパントマイムで、お腹が空いた・・・というジェスチャーをする。手でお腹を押さえ、切ない泣きそうな顔。そして、目をキラーッとさせるとその場走りをし、彼女の目の中に骨付きのあぶり肉を映し出す。肉食動物達が一斉にゴクリとつばをならす音が聞こえると彼女はそれにかぶりついた。

「うおーっ！」

ライオン、虎、サーベルタイガーからねずみに至るまで、肉食動物が雄たけびをあげる。そうして次々とエリアはターゲットを変えて、パフォーマンスを演じて見せた。みつばちのみつの吸い方、植物の光合成、水の吸い上げ方、ヒルの血の吸い方からバクの悪夢の食べ方、白ヤギさんに黒ヤギさんのお手紙の食べ方まで、授業はえさの取り方、生殖の仕方、トイレなど基本的なことから空の飛び方、海の泳ぎ方、土の中で眠る方法、親ばなれ、自立と死についてなどの応用まで、全てに渡った。

それは途方もなく手間と時間のかかるものだったが、彼女は嬉しかった。

（なんだか、お母さんになったみたい・・・。）

と彼女は笑って、両手でアゲハチョウや、モンシロチョウ達の吸引管とキスをしながら、思っていた。

（あの子達の事を、思い出す。）

それは、もうはるか遠い昔に、私がこんなに上手にしつけが出来なかった頃に、最初に出会った子供達のこと。

○

無重力の技術を利用して浮かんだ車が、音も無く、郊外の小さな邸宅の前へと辿り着く。いくつもの厳重な警備をかいくぐって、それはここへ来たのだ。中から金の縁取りのある大きな茶色の旅行かばんに白のカッターシャツを着て、黒のスカート、腰の後ろに真っ赤な大きいリボンを付けた、エリアが降りてくる。

（ここが新しい、私のおうち・・・。）

エリアがそうつぶやくと、ピンポーンと、エリアは呼び鈴を鳴らす。モニター越しに、三人の子供達が目をぎょろぎょろとさせて彼女を凝視する。

「どきなさい。」

アメリタニア地球大国大統領、シゲルは、そんな子供達を手で払うと、モニターの四角いボタンを押す。

「入りなさい。」

大きな茶色の、獅子のかざられたドアが、横開きで自動で開く。

○

「君がエリア君だね。」

ウィスキーの酒瓶と、飲みさしのグラスのそのままに置かれた、書斎のテーブルを挟んで、白髪まじりの黒髪の、中年男と、エリアが向かい合っていた。

「君の事は聞いている。確かに、どこからどう見ても人にしか見えないな。君には私と、私の子供達の身の回りの世話を頼みたい。母親がいないので、子供達の母親代わりさ。」

シゲルは頬に手を持って行き、口を押さえて考え事をする。昔、死んだ妻にも指摘されたことがある独特のくせだ。不精ひげがチクチクと手に触れて、少し不快に思う。シゲルは頭の中で願い、そのひげを消した。アリスに頼んだのだ。・・・エリアは気付いていない様子だったが。

「俺を実験台にするつもりか？」

「そうじゃない。ただアリスの運用がとりかえしのつかない人間同士の格差と、画一化されすぎた個性の無い社会を産んでいるだろう。そこに感情を持ったエポックメイキング的なロボットが登場することで・・・。」

シゲルは弟であるテラ博士の言葉を遮って言った。

「もう良い。お前の話が良くわからない時は、お前も結論に辿り着いてやしないんだろう。アリスの使用をめぐって、万能過ぎる彼女の力が、アリスを使うことの出来ない貧民層の間で、反発を産んでいることは私が誰より知っている。だから心を持った癒し系ロボで、テロで妻を失った俺の心を試しに癒してやろうってんだろ？嫌味なもんだぜ。」

シゲルは、ウィスキーをロックで、それが空になるまで、一気にあおった。

「心なんて、ただ人間をまねているだけだろう。クローンもいて、ロボットまで、愛や友情、勇気、ピーチクパーチク。女々しくてヘドが出るね。」

テラは煙草を吸う。

「兄さんは、女嫌いじゃないか。俺は兄さんが心配なんだよ。いつもまるで生き急ぐみたいに上へ上へとのぼってく。そして大統領になって、アリスで世界を統一しても、兄さんはまだ、生き急いでる。つまらないおもちゃだと思ってくれていい。一時の遊び道具に、さ。」

テラは長く煙草を吐き出す。

シゲルが手を頬にあてて、うつむき、深いためいきをつく。

○

ギシ・・・ギシ・・・ギシ・・・。

階段を昇って、左側には長男のアキラ君の部屋。右には長女のユキコちゃんと、末っ子のミキちゃんの部屋がある。

エリアは念動力で、ノックもせず、ドアを開く。それぞれ、ドアの裏側にせみのように貼り付いていた子供達が、固まったままぎょっとした顔でエリアを見る。

「こんにちは。アキラ君、ユキコちゃん、ミキちゃん。私が今日からここで働く、家政婦のエリア・アルフォード。人型ロボットです。」

○

「ぎゃあ、わぁ！ひょんげーっ！」

ハハ・・・ハハハ・・・。

エリアが真っ白なおしろいを塗った姿で、台所から出てくる。その後を追って、やれやれという手をしながら同じぐらい白く粉まみれになった長女のユキコが靴音を立てながら歩き出る。

「どうやったらさ、小麦粉の袋を大爆発させられるわけ！？ホットケーキぐらい、まともに作れなさいよね！」

居間のソファーに寝転がり、テレビを見ていたアキラが、酷い、とこちらを見て、ぼそっとつぶやく。

「つかさ、あんたさ、声、女のロボットにしては野太いよね。ちょっと、ハスキーってか。」

エリアはえっへんとのどぼとけを見せる。

「私は女であり、男なのです！」

「え！？」

と、ユキコがエリアを見る。アキラが逆さにかぶった野球帽をかぶりなおして、身を乗り出してエリアに聞く。

「じゃ、じゃあ、もしかして下の方も」

と、ユキコが早足で進み、アキラの口を塞ぐ。

「あ、えっと、エ、エリア！私が教えてあげるから、ホットケーキ、焼きなおしましょう。父さんも待っていると、思う！」

「はい。」

と、エリアは笑った。

「なんか臭いよー。」

と出てくる末っ子のミキ。腕に最近流行している耳の長いくまのキャラクター、うさぎぐまのミーガンのぬいぐるみを抱いている。

「はぁあ！」

ユキコが駆け出すと、そこには黒焦げの何かが、フライパンの中で毒の沼のように泡を立てていた。

「あぁん、いちごジャムがああ。」

と、ミキが高い位置で二つ結びにした髪をかきあげ、耳を出す。そして次にユキコを指差す。ユキコの耳にはアルファベットのｅの形をした器具がかけられている。

「アリスに頼めば良いじゃん。」

そうミキがいうと、エリアは。

「だめです。今日はパーティ。ちゃんと心のこもった手作り料理でもてなしたいんです！」

全員が心の中で、それなら料理勉強してこいよ、と思うのだった。

○

なんとかかんとか出来上がった少し焦げたホットケーキに少し水っぽいゆるい丸ままのイチゴを使ったジャムをのせて、ユキコが泡立てたホイップクリームをのせて、遅いランチを楽しむ一同。窓越しに芝生の緑と、青空と差す光のコントラストが美しい初夏の日を際立たせる。

ミキが口元をジャムで汚すので、時折テーブルクロスで拭いてあげるエリア。シゲルがエスプレッソを、新聞をながめながら、静かに飲む。

「あの・・・ご飯中は、おしゃべり、禁止？」

エリアがそう言うと、ただ忙しげにパクついていたナイフとフォークの手を止め、長男アキラがぎょっとした目でエリアを見る。ユキコは泡立ったホットコーヒーをすっとながしこんで、息をのむ。ミキがミーガンのぬいぐるみをちらりと見て、エリアを見る。

シゲルがちらりと、新聞から目を離し、エリアを見、ぽつり。

「そんなことはない。好きにしゃべると良い。」

そしてまた、新聞に目を戻す。エリアは嬉しそうに笑うと、話し出す。

「はい。これ、みんなで、手作りしたんですよ。アリスを使ってないんです。だから私、ロボットなのに、何回も失敗しちゃいました。ユキコちゃんが作り方を教えてくれて、ミキちゃんとは生クリーム混ぜ混ぜしたもんね。アキラ君は盗み食いしたんだよね。」

ニコニコと笑いながら話すエリアの話を聞いているのかいないのか。

「そうか。」

とだけつぶやくと席を立つシゲル。アキラが言う。

「父さんは、これからまた仕事？」

「ああ。」

「一緒にキャッチボールは、いつやってくれるの？」

シゲルを見つめるアキラ。

「すまない。ああ、このロボットにやってもらえ。その為に連れて来たんだ。」

そしてシゲルは新聞を花柄のクロスの敷かれたテーブルの上に無造作になげると書斎へと消えた。

○

エリアはココロ・コロニーの居間で、ホットコーヒーを飲みながら、そんなあれこれを思い出していた。テロリストの起こした交通事故で、妻を失ったシゲル。自身も体の三分の一を失い機械のパーツを埋め込んでいる。

そのテロ事件をきっかけに、弟であるテラ博士のアリスを用いた全地球統治をかかげて、民衆の同情も得て、大統領に就任。アリスの力で世界統一を果たし、アリス使用者許可制度、通称レウナス法を導入。一部のアメリタニア市民にのみ、アリスの使用を許可する。

彼らは赤ん坊の頃から、アリスを使用する為の英才教育を施す学校、レウナス育成学院に通学し、アリスの構造、アリスを使う上でのルール、アリスを使う上での倫理を叩き込まれる。

○

「良いですか、アリスは唯一、人の感情を操る事は出来ません。」

ブロンドの髪をした緑の目の教授が、教鞭を片手に、子供がアリスに指示を出す為のｅのマークのバッジを突き出して、舌っ足らずな語尾の消える喋り方で、アリスについてアナウンスしている。

この後は、人間はいかに進化するべきかという、ディスカッションの授業と、正しい生き方を選択出来るかを問われる倫理のテストがある。

（眠いなぁ･･･。）

と、アキラは思った。別にかばんの中に眠気防止用のガムは入っているから、噛めば良いんだけどね。めんどくさいな。

○

アキラはいじめられていた。力が進歩しても心は進歩しない。いじめは陰湿を極めていた。

エリアはいつも明るく振舞うアキラを見て、何か不思議に思っていた。何だか、強がっている。そう見えた。

「お前さ、大統領の息子だからって、ちやほやされると思ったら大間違いだぜ！」

「お前の父ちゃんは大統領になる為に、お前の母さんを殺したんだろ。」

「さーて、くやしかったらかかってこい片親君。」

ずっと、何でお母さんはいないんだろうって、思ってた。父さんはいつも忙しそうにしていたから、俺が妹を守ろうと思って生きてきた。

いじめっ子の一人が、ブレザーを着て野球帽を逆さにかぶったシゲルのバッグを耳のアリスのバッヂに頼んで持ち上げる。

アキラはすぐに、ｅを耳に当てて、アリスに自分に力を、と告げるが、時既に遅し、いじめっ子のもう一人が、火の玉を右手につくり出して、アキラの手にぶつける。

ｅが地面に落ちる。それを取ろうとするアキラの手を、ふみつけるイジメっ子。アキラは彼をにらみつける。

「おお。えらそうに。満足にアリスも使いこなせないくせに。じゃあ、ちょっと裸になって貰おうかな。」

「や、やめろ！」

いじめっ子によって、はがいじめにされるアキラ。

「あっはっはっは、なさけねぇ、姿だぜ。これ、アリスで世界中に流しちまおうか。」

アキラの瞳から、ぽろぽろと、涙が流れる。

「許してくださいって言ったら、許してやるよ。僕は一生あなたの奴隷です、って泣いて頼むならな。」

しかし、その涙は、敗北を認めた涙ではない。悔し涙である。

ピチャッ。

つばを吐きかけるアキラ。笑ういじめっ子。

「あははは。じゃあ、死んで貰おうかな。」

彼らはアリスを使い両掌に力を集中させ、強くアキラの首をしめつける。

＿＿＿フェードアウト。

いつも気を失う瞬間に、肢体はゆるんで、尿と便を彼はもらした。

すぐにアリスを使い、アキラを目醒めさせるいじめっ子。笑いながら、立ち去る。

○

体の傷は、アリスで消せても、心の傷は、消えない。

「やっぱり・・・。」

エリアがそこへ現れた。アキラが目を見開いて、エリアを見る。

「父さんや、妹達には言わないで･･･。」

「うん。」

「立てる？」

「大丈夫。」

エリアはｅをアキラに渡す。アキラはそれでアリスに指示を出し、糞尿を片付け、傷を治し、身なりを整える。

「ずっと・・・やられているの？」

「たまにね。一人では、どうしようもない。それに俺、うまくアリス使えなくて。」

と、エリアは目を細める。

「勝ちたいの？」

「うん。」

「なら、来て。」

エリアはアキラの手を強く握って、連れていく。

「ちょっ、ちょっと、どこへ！」

○

壁に置かれた様々な本の中から、空手と書かれた本を手にするエリア。それを図書館の椅子に座ったアキラに渡す。

「空手？」

「そう。あなた達の祖先、日本民族の伝統的な格闘技よ。学んで手にすれば、必ずあいつらに勝てるわ。」

「でもあいつらはステロイドで筋肉を鍛えているし、今はやりのスポーツは大抵アリスを使ってマスターしてるよ？」

「大丈夫よ。柔良く剛を制す。あの能無し筋肉だるまに目にもの見せてやりましょう。」

アキラはいぶかしげながら本を開くと、その本の中には二つのイヤホンが入っていて、それを耳に接続する。そして、本のスイッチを押す。

脳が一瞬、ぐらりと蠢いたかと思うと、彼は空手の技術をマスターした。

「あとこれ。」

「え、何これ。」

エリアが２０世紀映画百選、という本を渡す。

「とりあえず覚えて。」

「は、はい・・・。」

それも学習するアキラ。

「じゃあ計画を教えるわね。ごにょごにょごにょ。」

耳打ちする、エリア。アキラが、大丈夫かなぁといぶかしがる。

○

そのチャンスはすぐにやって来た。僕とミキが町を歩いているとやつらが僕の居場所をアリスで突き止めて、からかいに来たんだ。

「おぉーお兄ちゃんとお買い物でちゅかー。良いでちゅねー。」

いじめっ子はそう言って、妹のうさぎぐまのぬいぐるみをうばった。

「ミーガン返して！」

「おぉごめんごめん、っと、手がすべっちゃった。」

と、返そうとするふりをして、くまを落とし、踏みつけるいじめっ子たち。泣きながらそれをとろうとするミキを、蹴り上げる。

「ミキ！」

どん、と転ぶミキ。彼らは路地裏へ二人を連れて行く。

はがいじめにされるアキラ。いじめっ子三人は、ミキの服に手をかける。

「お兄ちゃんとお医者さんごっこしようか、ミキちゃん。」

リーダー格の男が、ねこなで声をあげる。

「アキラお兄ちゃんも、見たいってさ。」

おびえ、泣きじゃくるミキの口をふさごうとするいじめっ子。

「助けて、お兄ちゃん、助けて！」

と、アキラがｅを使おうとする。それを見たいじめっ子ＡＢＣの、アキラをはがいじめにしていた片方Ｂがｅをうばおうと手を伸ばし、Ｃがアキラの後ろに廻り込む。

アキラはｅを高く放り投げると、Ｃのみぞおちに両肘で拳を入れ、ｅをとれずよろけたＢとＣのｅを取り、投げ捨てる。

ミキの口をふさごうとしていたリーダー格のＡが、ｅに手を伸ばすと、後ろにエリアが立っていて、

「残念でした。」

とＡのｅを握り、半分に折りたたむ。アキラは空から降りて来たｅを掴み口元へ持ってくる。

「さあて。今までの恨み、どうやって晴らそうかな・・・。色々、やってくれたよね。二度と忘れないよ。」

ＢとＣを足で蹴り上げる、アキラ。ふっとぶＢとＣ。Ａのあごを握るアキラ。

「二度と、忘れないでくれよ。お前が、俺にこうして、負けたことを。俺なんてどうなったってかまわない。だが妹に手を出す奴は絶対に許さない。力は例え、アリスを使って互角でも、お前ら見てえなクズには、ここが」

と、胸をたたくアキラ。

「心の格が違うんだ。心を鍛えない限り、俺には、絶対にもう、勝てない。次に、俺や妹に手を出したら、手加減しない。わかったな。」

うなづくＡ。こぶしでぶんなぐるアキラ。ふきとぶＡに、エリアがｅを叩きつける。ＢとＣにも。

三人がｅに口を当て、アリスを使おうとする。エリアが口を開く。

「そうそう。ちなみに私、ロボットなの。今回のあなた達の一連の行動は、全てアリスに直結して映像にして保管されているわ。ｅを使ったレウナス学生同士の喧嘩は、即退学・・・はご存知よね？そしてこの子は・・・大統領の子・・・。後は無い脳味噌を使って、将来の事を良く考えて行動するように願ってるわ。いじめっ子君。」

三人は、やられた・・・とばかりに後ろ向きに歩き出す。笑うエリア。へなへなとアキラは座り込み、ぼろぼろのうさぎぐまを抱くミキに

「ごめんな・・・。」

と言って、頭を撫でる。

「ううん。お兄ちゃん、かっこ良かった。大好きぃ。」

と、アキラを抱きしめる、ミキ。エリアもアキラを抱きしめる。

「良く頑張ったわね・・・。」

エリアは涙が、止まらなかった。ヘヘヘ、と、アキラが笑った。

「腰が、抜けちゃった。でも勉強してもなかなか映画みたいにかっこよく台詞は言えないね。」

「大丈夫よ。最高にかっこよかった。」

エリアはさらに強く、アキラを抱きしめる。

○

その一部始終を、シゲルに報告する、エリア。

「そうか。」

その一言で終わり？と、エリアは思った。

「ほめてあげて下さいよ。」

と、エリアは言った。

「ああ。」

だが、そう言ったきり、シゲルはエリアを見ようとはしなかった。

○

エリアは思い出している。その夜、一人シゲルが、暗いアキラの眠るベッドへ行き、おやすみという言葉と、良く頑張ったな、という言葉を伝えていた事を。アキラはそれを聞いて、

「うん・・・。」

というと、布団を目深にかぶって、むせび泣いた。

ユキコはその日、アキラの大好物のエビフライをエリアと作り、ミキはお兄ちゃん大好きと汚れたミーガンを持ってくるくると踊った。シゲルは、とても不器用な人間だった。人間は愛を与えられている。けれど、それを互いに伝え合うことを、苦手とする生き物だ。

愛には色んな形があって、人は愛を欲し、また捧げることを望むのにうまくその形が組み合わさらなくてやけになっては、心の扉を、しっかりと閉ざしてしまう。

○

ユキコも同じだった。ある同級生の男の子を愛した。片思い。バレンタインデーの日、二人でチョコレートを作った。もっぱら、私は毒見役だったが。

「頑張って。」

と告げた言葉は

「ふられちゃった。」

と、涙の言葉で返って来た。

「手作りのお菓子なんていらねぇ、まずいし。アリスに究極のチョコ、頼めば良いじゃん。それにお前、センス悪くない？堅物すぎる。もっと俺に告白するなら、努力したら？」

後から振り返ってみると、なんであんな相手を好きになったのかって思うような恋愛は良くあるものだ。私はロボットだけれど、人を愛する感情を持っているから、わかる。

もしかしたら、駄目人間を愛するのは、その人の中に自分の弱さを見るからかも知れない。その弱さを乗り越えたいから、そういう人を愛することで、心を鍛えるのかも知れない。

そんな風に考えるのは、私が一人で生きているからだろうか。二人で永遠に結ばれた人間同士は、補い合うのかなぁ。人間的完成を、放棄して？

私という存在は、なんなのだろうと思う。男でもあり、女でもあり、人ではないのに、感情を持っている。心を持っている。

ユキコはそうして、変わっていった。体型をモデル体型にまでアリスで変えて、ファッション雑誌をインプットし、服のセンスを彼の好みそうな女に変えていく。喋り方も、表情も、顔も整形し、綺麗にする。

「お姉ちゃん・・・。」

時折、そんなユキコは何か心がイライラして、ミキに冷たく当たってしまうことがあった。好きな手料理も作らなくなった。エリアはミキをなぐさめながら、ユキコに言った。

「姿や形を全部変えて、あなた自身を失っても、その人が欲しいの？」

ユキコはツン、と後ろを向き、歩き出す。

「待って。」

エリアがユキコを呼び止める。

「答えて・・・。」

ユキコが答える。

「ええ、大好きなの。大好きで仕方ないの。」

「あなたに、あんなことを言う男なのに？」

「私がなんとかしたいの。彼にも、良い所がある。私が変えてあげたい、支えてあげたい。彼の闇を救ってあげたいのよ。」

ミキがユキコの足にすがりつく。

「お姉ちゃん、行かないで･･･。」

ユキコが泣きそうな顔をする。

「好きなんだね。」

「うん。愛してる。」

「それなら」

と、エリアは抱きしめる。

「一人で頑張らないで、家族に何でも話してよ。ユキコがしたいこと、私達が応援しないで、誰が、応援するの？」

ユキコは目を潤ませて、ごめんね、とミキを抱いた。

○

結局、ユキコはその男と付き合って、処女を失い、他愛もない喧嘩をして、自分から彼を捨てた。ぼろぼろの心で、彼女は家の扉をあける。

「ただいま。」

そこには、エリアとミキ、アキラが待っていて、奥のテーブルでシゲルが、コーヒーを飲んでいた。

「ただいま・・・。久々に料理がしたいな。みんな、何が食べたい？」

ミキがジャンプして言う。

「オムライス！」

「うん、わかったよ！」

ユキコはミキを両腕で抱えて、抱きしめる。

○

食事が済み、子供達を寝かし付けた後、エリアは居間でウィスキーを飲むシゲルの横で、温かなミルクティーを口にする。

「報告してくれて、ありがとう。」

「いえ。私はこの家の雇われ、家政婦ですから。」

シゲルが、普段あまり吸わない煙草を、口にする。そしてじっくりと吐く。

「なんだ。何か嫌味な言い方だな。」

ちらりとエリアを見る、シゲル。

「お仕事は、いつも大変でしょう。大統領ですもの。でも、あなたはこの家の唯一の父親ですよ。せめて数ヶ月に一度で良い。子供達と遊んであげて下さい。あなたは子供に興味が無さ過ぎる。」

エリアは捲くし立てた。シゲルはふっ、と笑う。

「そうだな。今度、キャンプにでも行こう。遠くは、無理だが、子供達に、そう伝えてくれ。」

「本当に！？」

エリアは心から嬉しかった。いつも子供達は、父親と遊べるのを心待ちにしているのを知っていたから。

「でも、急に、どうして・・・。」

「さあな。」

と、シゲルはウィスキーを一気に流し込み、煙草を吸う。

「お前は、さすがに感情を持ったロボットだ。泣いて、笑って、喜んでまるで山の天気のように、虹の色のようにコロコロと心を変える。なんだかお前を見ていると俺は、本当はお前が人で、俺が、心のないロボットなんじゃないかって思えるよ。だから、この家のことはお前に任せる。俺には感情なんて無いんだ。だから、子供達の喜ぶことならなんでもするから、俺に伝えてくれ。」

そして、フーッと、話すだけでは出し切れなかった残りのけむりを吐き出す。

エリアは言う。

「感情がないって・・・何かあるのなら、私に話を聞かせて下さい。」

シゲルは笑う。

「人にも話せやしないのに、たかがロボットに何がわかる。」

そう言って、シゲルは煙草の火をねじこむようにひねりつぶした。

○

エリアはぶんぶんと、頭を振る。

（昔のことばっかり、楽しかった時のこと、辛かった時のこと、みんながいた頃のことばっかり、思い出しちゃう。私には今やるべきことがあるのにね。）

よしっと。宇宙舟で一人エリアは両手でパンっとほっぺたを叩いて気合を入れると、居間の長方形の真っ白なテーブルの右の四角いボタンを押す。ボワン、という沼地で産まれた大きな泡のような音がして、テーブルの上に立体ホログラムの映像で三角や四角や丸の積み木が現れる。正面のモニターにはエリアが描いた絵付きの何かの設計図。エリアはその映像に手を伸ばし、握るフリをすると、その積み木はエリアの位置座標に合わせて、吸い付くように手の中へ収まっていく。

エリアはまるで医者が手術をするような手つきで、子供の積み木遊びそっくりに、熱心に何かを組み立てていく。

一つは統一の丸い球体で出来た頭部に、球体、立方体、三角すいの三つの種類の胴体と、手足を持った名前の無いロボット、通称ナナシシリーズ。それぞれ順番にＫＯＵ、ＯＴＵ、ＨＥＩと種類分けされ、一つ一つ違った役割を演じる。

もう一つは先端にピラミッド型の正四角すいのくっついた立方体の形をした、巨大なエンピツのような体に十二本の手足を持った通称オベリスク君である。

「出来た！」

エリアはそれを作り終えると、テーブル横の別のボタンを押しながら、

「全員集合ーっ！」

と言う。モニター越しの、芝生の緑の地表に、２ｍほどはあるオベリスク君を中心に、三種類のナナシ・ロボットが、隊列を組む。

エリアは裸足で外へ飛び出ると四体のロボットを慈しむように順番に抱きしめ、その前に立った。

「諸君！」

エリアが演説を打ち始める。手を腰に回し、左右にゆっくりと歩きながら、

「諸君にはこれから、辛く苦しい戦いのぉ」

と、鼻にかかったもったいぶった話し方で語るエリア。

「日々がぁ、待っているぅ。しかぁし、お前らのしかばねはぁ、この新しい地球の血肉となり、全ての生命の生きるいしずえとなるのだぁ。私はお前達のことを忘れない！そしてお前達の前に死んでいったロボット達、ミミズ君、タゴサク一家の事も忘れない。」

エリアは涙ぐみ、白い袖で涙を拭く。

「ナナシＫＯＵよ。お前達はその丸い体で、全ての動植物の仮の敵となり、大自然の厳しさや感情を教える偉大なる先生となるのだ。

またナナシＯＴＵよ。お前はその四角い体で生命たちに協力して生きる方法を考えさせる仲間となるのだ。困難の時には共に悩み、嘆き、そして乗り越え、彼らの大自然を生き抜く支えとしての友となるのだ。

またナナシＨＥＩよ。お前が私は一番愛しい。お前はその三角の体で、たどたどしく歩き、彼らの生態系が互いに一つのレースサーキットのようにうまくまわり始めるまで、彼らのえさとなるのだ。お前という存在のことを生命はきっと忘れてしまうだろう。だが彼らの血や肉に、豊富な栄養分で出来たお前自身は、脈々と受け継がれ続ける。お前は彼ら自身そのものになるのだ。

そしてオベリスクよ。お前はぁ」

ロボット達は静かに（騒ぐ機能もついてないので）そのエリアの大演説を聞いている。

「そのいくつもの手で彼らの巣を作る手助けをせよ。そしてお前には何よりいずれうまれくる人、私と似た姿をした動物の思い出の住処を再現して貰うことになる。お前達は知らないだろうが、大地にまるで果てしない旅の終着駅のようにそびえたったピラミッドという巨石建造物。また大地を遊び場にして泳ぐ想像の動物、龍のような姿をした長い城壁、万里の長城。煌く地上の星を見下ろして、夢の象徴のように美しい姿で天へそびえたつエンパイアステートビルディング。オベリスクよ。お前はその手で私が選んだ人間の文明遺跡を、犀のように確かなあゆみで一つ一つ手仕事で作られる伝統工芸品の職人たちのように、地球の文化をこの星に再現するのだ！」

エリアは太陽に向かって、立った。

「では行け。隊へ帰り、同じ種類の仲間と共に、お前達の定められたポイントまで指輪を捨てるかの如き、果てない旅へ出るのだ。お前らのぉ！」

エリアは敬礼する。

「これからのロボット人生が素晴らしいものであることを心から願っている！」

そうして、エリアは四体のロボットと熱い握手を交わす。また元の隊列に戻り大きく、発令する。

「では、解散！」

○

ココロ・コロニーのモニターには、緑の線で引かれた方眼のマスに、赤や黄色や青で全ての生命と、ナナシ達の行動、オベリスクの建設状況が、刻一刻と表示されている。生態系が完成すると、ナナシ達はそのまま土と同化して、大地の栄養分となり、オベリスクはそれぞれ建造物の詳細を記録した記念碑となって機能を停止する。

生態系が完成するまで一時のスリープ状態に入ったエリアが、白い台座であお向けに眠っている。彼女も同じだ。地球の再生が完了し次第、彼女の機能は停止する。

○

夢を見ている。ロボットも、夢を見るんだよ。少なくとも、私は何度も、何度も見る。空を飛ぶ夢。もう一度、空を飛ぶ夢。みんなで、空を飛ぶ夢。

赤いミニクーパーのハンドルを、シゲルが握って運転する。見かけはかなり旧式の、２ドアのクラシックカー。文明とは不思議なもので、ある程度発達すると、懐古主義が起きてくる。

シゲルも今の流線型の銀色の、泳ぐまぐろのような車よりも、この小さいおもちゃのような狭い車が好きで、公用ではなく趣味で出かける時には、いつもこの車を利用した。でも、この車に乗るのは、妻が死んだ、あの事故以来だな。

シゲルは、ちゃんと煙の出る無害の味の無い煙草を吸い、片手で運転しながら、バックミラーで子供達の様子を確認する。ぬいぐるみを抱いたミキを中心にして、三人の子供達が笑って、他愛も無い事で騒いでる。

隣には、エリアがいて、俺を見て笑ってる。俺達は、キャンプへ向かう途中。この道はレジャー用に開発された観光専用道路だ。今日は、大統領権限で、俺達の貸し切り。

太陽の明かりが、フロントガラス越しに、目を差すから、広いサングラスを取り出してかける。青空だ。思い出すな。妻を失った、あのテロの事を。あの日もこんな風に、家族、全員で。

「シゲルさん、どうしたんですか。怖い顔して。」

エリアが声をかける。フッ、とシゲルが顔色を戻して、なんでもないよと、笑い、煙草の火を消し、両腕でハンドルを持つ。

高い大きな木の下に、青いブルーのシートを敷いて、四人と一体でユキコの作ったお弁当を食べた。タコさんウィンナーに、ミーガン（うさぎぐま）の顔の形をしたハンバーグにコロッケ。もちろんアキラの大好きなエビフライも。

アキラと、キャッチボールをして、俺は、笑った。

ミキは本当に楽しそうにミーガンを振り回して踊り、ユキコとエリアと三人で、花の冠を作って、俺にくれた。

＿＿胸が、胸が、しめつけられる。胸が･･･。

エリアと二人、向こうで釣りをする子供たちを見ながら、俺はウィスキーのグラスをゆらしている。涙が落ちる。一滴。手で、そっとすくって見る。止まらない。

エリアが、シゲルに声をかける。

「シゲル、さん・・・？」

シゲルは後ろを向き、肩を震わす。

「エリア・・・俺はお前が嫌いだ。俺は、心を殺して、生きて来たのに。俺に、幸せだった頃を、思い出させる。一つ、一つ俺が殺した、幸せだった頃の優しい気持ちの全てを持って、お前は、子供達とまざまざと、俺に見せつける。ずっと、忘れてたのに。ずっと、忘れていたのに。」

「シゲルさん・・・。」

エリアは家政婦としてシゲルの所へ来る前、テラから教えて貰っていた。

テラとシゲル、彼ら二人の兄弟には一人の、ユーリという弟がいて、八歳で学校の運動の授業中に事故にあい、肢体が不自由となり、そんな自分を憂いて、自殺したことを。

シゲルは、体操座りをして、野に小さくゆれる桃色の花を見ている。そして、遊ぶ子供達を、見ていた。

と、スクッと、エリアが立ち上がって、シゲルを呼んだ。

「シゲルさん。この手を取って下さい。」

シゲルが、？という顔をする。エリアが強く言う。

「この手を、取って下さい！」

シゲルが手を取り、立ち上がると、エリアはその手を引き寄せ、抱きしめる。

「エリア・・・！」

「私は、誰がいなくなっても、いなくなりません。永遠を生きる不死身のロボットですから。私なんかじゃ、力不足でしょうけど。私は、シゲルさんが失ったものを全部、あなたにあげたい。私がもう一回、作り直しますから。失ったら、傍にいて、何度でも。」

エリアは、ぽろぽろ、泣いている。

「お前は、本当に、泣き虫だな。ロボットのくせに。」

エリアは笑う。

「オイルの涙とかだったら、それっぽいんですけどね。」

シゲルも、笑った。

○

エリアは子供達を呼んで、言う。

「今日は、みんなに提案があります。」

「はーい！」

ミキが元気に手をあげる。エリアが指をミキに差して

「うむ。ミキちゃんはお返事がよろしい！今日は、折角お父さんにキャンプに連れて来て貰ったから、アリスを解禁します！」

「おーっ！」

アキラが驚く。いつも家でのアリスは使用を禁止されていたからだった。

「ただし、条件があるの。」

「条件？」

ユキコが繰り返す。その様子を眺めているシゲル。

「そう。これはね、アリスを正しく使う為のお勉強の一つ。心ある使い方を、する為の、ね。だから、条件はね、ここにいるみんなが楽しい願い事をそれぞれ一つ、願うの。どうかしら。」

「わかったわ。」

と、ユキコが考え出す。と、ミキが手を上げる。

「はい！」

「ミキちゃん早い！ミキちゃんは何がしたいの？」

「ミキね、空が飛びたい！」

全員が、それは良いねという表情で、ワッ、とミキを見る。と、ユキコが言う。

「でも、ミキはまだ小さいから、アリスを使えないわ。それにエリアも、空は飛べない・・・。」

と、シゲルがミキを抱きしめる。

「しっかりつかまってろよ、ミキ。父さんに。」

みんなが、わぁっと笑う。うんっ、と喜ぶミキ。

「あと、ミーガンも、落とすなよ。」

「うん！」

と、アキラが言う。

「でも、エリアは・・・。」

「ふっふっふっふっふ・・・。」

不敵に微笑むエリア。

「ど、どうしたの、エリア。」

と、心配するユキコをよそに、しゃがみこみ、呪文を唱える。

「スーパーカリフラジリスティックエクスピアリドゥシャス！」

アキラが。

「エ、エリアが壊れ、うわぁ！」

その時、エリアの背中に、巨大な羽がまるで一夜にして巨大な木が生えるように生え広がる。

腰を抜かす四人。

「ロボットには、変身がつきもの、ですから。」

○

エリアは夢を見ていた。空を飛ぶ夢。地球の、空を飛ぶ夢。何度も繰り返すあの夢は、みんなで手をつないで地球の青い空を飛んだ夢。緑の針葉樹の森をぐるりと旋回して、さざなみを立てながら鏡のような湖をしぶきをあげてスピードあげて突っ走る。高く広い青空に、魚のように躍り出て、みんなで笑いあい太陽の光を浴びる夢。ミキちゃんの耳に残る高くて可愛い笑い声。みんなの笑顔。

○

ストン、と、木の元へ降り立つ、エリアと四人。

アキラは、俺はキャッチボールが出来たから、願いはもう叶ったからといって、シゲルが頭を撫でてやっていた。

ユキコはアリスで願いを叶えるから、目をつぶってと、言う。エリア達が目をつぶり開くと、その大きな木に、満開の桜。

そよ風にゆれて、桜の花びらが舞う。わぁいと言って、ミキが踊り狂う。

目を閉じれば、思い出される、幸せな光景。

○

生態系の完成したモニターの、映し出す、美しい新しい地球の光景を眺めながら、エリアは手をグーにしてテーブルに突き立て、まぶたの裏のそんな思い出に心を奪われている。

ダン！と、テーブルを叩くエリア。どんなに止めようとしても、思い出が洪水のように、胸に押し寄せてくる時がある。そんな時は、もう争うことも出来なくて、ただ椅子に崩れ落ちるしかない。

○

テロ事件は凄惨を極めていた。貧民街出身で、かってのフェルガニア王宮貴族アレン・アーノイドは首都ゲーレンの地下に潜入。破壊活動を行った。また政府の力による強行支配的なアリスの運営に不満を持つ、一部のレウナス達も、アレンの革命軍に力を貸したのでただアリスの力を借りるだけでは、テロリストを討伐することが出来ずにいた。

今では町中の至る所で爆発事故や銃撃戦が起きた。まるでそれは一時的に栄華を極めた人間達の、神々の遊びのように、破壊と、アリスによる再生が繰り返された。ただ、完全に命を失った人間だけは、虹色の領域の問題でアリスにも再生することが出来なかったが。いつしかアメリタニア地球大国民の間には、二つの思想が蔓延しつつあった。好戦的で、アレン・アーノイド率いる革命軍を抹殺しようと考える黒の集団。彼らはその思想を表明する為、黒いシャツを着て、生活をした。またもう一つの集団は非暴力不服従に徹し、白い服を着て居住区にこもり、アリスを使った妄想の世界で彼らの全ての希望を叶えて静かに一生を終えようとする白の集団である。

シゲルは頭を抱えていた。家に戻れない日々が長く続いていた。

○

時折聞こえる爆発音に、まるで遠雷に怯えるようにエリアと子供達はテレビを見、家の中で過ごしていた。

「お父さんに、会いたい。」

ぼろぼろになって首のもげてしまったうさぎぐまミーガンを、エリアとユキコと三人でフェルトでつくろいながら、ミキが言う。

「お父さんは、忙しいんだよ。だから、もうちょっと我慢、ね。」

アキラがミットに野球ボールを投げて、けだるそうにアニメ、うさぎぐまミーガンをながめている。主人公のイタチのアレックスがうさぎとみせかけたくまのミーガンにからかわれるというドタバタコメディーを、けだるそうにながめている。ボールにほどこされた球筋を表示できるライトが、ちかっと時折光ってみせる。

「イタッ・・・。」

ユキコはフェルト用の針で何度もミーガンをぬって、せっけん水で少し固めて仕上げる。

「よし、もうこれで大丈夫。ミーガン大復活だよ！」

「わーい！ミーガン、痛かったでしょ。もうすぐ麻酔が切れるから、待ってね。」

笑う、エリアとユキコ。ミキが立ち上がる。

「トイレ行ってくる。」

○

道路を一人歩いているミキ。

「お父さんに、新生ミーガン見せに行くんだからね。一人でだって行けるもん。」

夕焼け空。いわし雲の下、車の無い、長いハイウェイを歩く、ミキとぬいぐるみ。

○

エリアは、一人勝手に家を出たミキをすぐに探し回った。ユキコとアキラがアリスを使ってミキの居場所を特定するが、首都ゲーレンは、頻発するテロ対策の為、アリスによる瞬間移動を禁じられていた為、エリアは一人でそこへ向かった。

とてもあっけなく、人は死ぬ。とてつもなくあっけなく別れは訪れる。その後に続く永劫の苦しみと比べ物にならない程、あっさりと。

まさかと思うようなことが、まさか自分に、こんなことがと思うような悲しみが、とうとつに訪れる。私は、シゲルさんに、軽々しく壊れたものは私が再生させる、なんて、言った。

テロに巻き込まれて、ミキは、私の目の前で、死んだ。

どこかのビルが爆破させられて、飛んで来た大きな岩に当たって、その瞬間はまるで、夢のようだった。声にもならなかった。

ミキの体は岩に当たって、水のように破裂した。跡形もなく、ミーガンがどこかへ飛んでいって、ミキの服を岩がつきやぶってパサリと地面に落ちた。

私は近寄ると、その水に頬を寄せて、絶叫した。ミキの名を。

「ミキちゃん、ミキちゃん、ミキちゃん！」

ミキは、クローンだった。ヒマツ、というコードネームで開発されたそれは、死の時、完全に水になる姿からそう名付けられたのだという。

それからの事はあまり良く覚えてない。シゲルが私を政府専用車に乗せて、家に帰った。アキラとユキコが泣いていた。良く覚えていない。テレビで、革命軍によって、アリスの二号機がのっとられて、アメリタニア政府に十二台ある全てのアリスの解放を命じたこと。それに対し、シゲルが全面戦争を行うと、宣言する映像を、見た。

ユキコがロボットの私に、おかゆを作ってくれて、アキラが

「大丈夫だよ。」

って頭を撫でて、二人が一緒に寝てくれた。

私は、立ち上がって、シゲルのいる大統領府へ向かった。そこには、テラがいて、アリスのプログラムについての戦略会議が行われていたが、エリアは無視して、会議場へと入っていった。涙を流しながら。官僚の誰かが言った。

「君は誰だね。」

「エリア・・・。」

テラは驚いて言った。別の閣僚が叫んだ。

「なんだこの女は、つまみ出せ。」

「マテ、私の家の者だ。」

シゲルが、それを制した。

シゲルの前へやってくるエリア。エリアは口を開く。

「シゲルさん、どうして、戦うの。」

「傷つけられている、市民の為だ。」

「ミキのとむらいの為？」

「そうだ。」

エリアは泣きながら続けた。左手にミーガンをぎゅっと握りしめて

「ミキの為なら、戦ってはダメ。争いは、争いを産むだけよ。話し合って。」

「・・・。」

会場から笑いが漏れる。

「話し合い、だって？あちらはあれだけ我々を攻撃し続けているというのにか、そんなことをすれば殺されてしまう。」

エリアが恫喝する。

「黙りなさい！武器を下ろして、アリスを停止させて。出なければ地球は滅びてしまう。アリスは地球を滅ぼす力を持っているのよ！」

テラ博士は思った。このロボットは、妻そのものだと。いや、妻と俺の心を受け継いだ、子供なのだ、と。

「エリア、わかった。一時閉会しよう。一時間の休憩とする。」

○

シゲルは大統領専用卓の下から、ブランデーを取り出し、グラスに注ぎエリアに手渡した。

「飲もうぜ、落ち着けよ。」

エリアはうなづき、そっと、口をつける。

「なぁ、エリア、少し俺のさ、昔話を聞いてくれ。」

エリアはシゲルの目を見る。

「俺はさ、三人兄弟の一番上として産まれた。親にも期待されて、育ったよ。長男だからさ。

十二才の時、一番下の弟が事故にあって車椅子になった。それから、家族はみんなそいつにかかりっきり。あげくあいつは、役に立たない僕は死んだ方が良いって遺書に書いて、死んだよ。父さんと母さんはノイローゼのようになって、離婚した。」

ブランデーをあおうシゲル。大統領室の窓から、赤いガーベラの咲いた庭と暗い空が見える。

「小さい頃は、幸せだった。本当に。あのキャンプの時、みたいにさ。親は、末の弟にかかりっきり、いつも俺は一人で頑張ったよ。でも俺は同性愛者でね、親以外に愛してくれる人も、いなかった。一度本気で愛した普通の男には、気持ち悪いって、笑われて、誓ったよ。俺は一人で生きて、愛以外の全てを、手に入れるって。」

シゲルが続ける。

「もちろん、妻も偽装結婚。この国は世間体が大事でね。ゲイは大統領になんて、なれない。彼女は私を愛してくれたが、私が同性愛者だと知ると、クローンの子供を養子にとった。そして、あの事故だ。アイリーンが死んでも、クローンの子供達が死んでも、涙の一つも出なかったよ。お陰で世間の同情を集めて大統領にもなれた。子供は、クローンで再生させてね。子供を復活させたのは、きまぐれさ。ペットみたいなつもりだった。」

エリアはじっとシゲルの目を見つめている。

「アリスは凄いロボットだろう。人の夢というのは、無限大だ。こうして地球は栄華を誇り、私は地球を統一し、全てを得た。そこへ、エリア、君が現れて、私の心をかき乱した。なぁエリア。」

と、拳銃を取り出し、エリアに渡そうとするシゲル。

「俺を、殺してくれ。俺は、アリスをみんなの為に与えるというふりをしながら、愚かな人間の願いを叶えることで、地球を壊したかった。ずっと、こんな地球滅べば良いと思っていた。俺を殺してくれ。」

エリアはシゲルの頬を、引っぱたいた。

そして、抱きしめる。

「やれやれ、人間は、不器用だなあ。約束したろ？私が全部取り戻す。再生するって。私に、任せて。」

「エリア・・・。」

その時だった。凄い地響きがして、青い光が世界を包んだと思うと、ドアを開けて、テラが入ってくる。

「シゲル。もうだめだ。地球のコアが傷ついてしまった。２４時間以内に、地球は大爆発を起こして崩壊する！」

○

それからはもう、パニック状態だった。私は、一刻も早くアキラとユキコの元へ行ってあげたかったけれど、私には役目があった。最後の役目が。

シゲルは大統領として、事実をテレビ放映すると、地球の最後の時間をおだやかに過ごして欲しい、みんなを愛している。と、言い残して、その大統領としての仕事を終え、子供達の元へと向かった。

テラは、エリアをつれて、アリス初号機の元へと向かった。それはドーム状の構造になっていて、複雑な溝が走っている。いくつものセキュリティーを突破し、中枢へと進む。中は桃色の霧に覆われていて、テラにうながされるままにエリアはそこへ入っていった。と、声がする。

「エリア・・・。」

「誰？」

エリアは辺りを見渡すが、誰もいない。

「エリア、私は、アリス。このコンピューターそのもの。時間を司る、あなたの母。」

霧の向こうから、立体ホログラムで、アリス・アルフォードがブロンドの姿で現れる。

「正確には、このコンピューターと、あなたのお父さんの記憶から産まれた、幻、なのだけれど。」

アリスが微笑む。テラが、エリアの後ろに、アリスと対峙して立つ。

「お母・・・さん・・・？」

エリアは一歩踏み出し、たじろいだ。

「幻のお母さんじゃ、あなたを、抱きしめてあげられないかしら。」

エリアは、アリスの両腕に飛び込んでいく。

「お母さん・・・！お母さん・・・。」

「ごめんね、エリア。辛かったでしょう。あなたは人間よりも人間らしい、心を持っているから。」

「お母さん、お母さん！」

テラもそっとエリアをはさむようにして、彼女を抱きしめる。

「ねぇ、エリア。あなたは知っているわね。もうすぐ、この地球は滅びてしまう。その運命はもう、私の力を持ってしても、変えることは出来ない。でも、だから」

アリスはテラを見る。

「俺達は、お前に全てを託そうと思う。この地球の未来を。」

「私、アリスの全ての力を解放して、最後に大切な子供であるあなたに贈り物をするわ。あなたの願いを、一つだけ叶えるの。ねぇ、エリア・・・。」

「エリア。お前は何を望む。この星に、何を、夢見る。」

泣き虫なロボットエリアは、また、泣いてしまう。

「私は、この地球を再生したい！」

エリアが続ける。

「でも同じように再生すれば、また地球は滅びてしまうわね。こんな風に。人間は、愚かだから。」

エリアは父さんと母さんをながめる。

「ねぇ父さん、母さん、人は何で産まれたの。どうして生と死は、破壊と再生は繰り返すの？どうして、私は産まれたの？どうして私はロボットで、人間じゃないの？答えは、真実はどこにあるの。それを教えて、母さん。」

アリスは首を振る。

「そんなもの、わかるはず、ないわ・・・。」

エリアは怒鳴った。

「じゃあ母さん、私にこの地球の全ての情報を渡して。そして、再生する為の宇宙舟を一隻用意して。父さんは、私のプログラムの目的を、家政婦ではなく、真実を探すと書き換えて、そして私に母さんの全ての力を渡して。私は、完璧な存在になるの。そして、時間と空間を越えて、人が生きる意味を、真実を探す。もしも、その答えが見つかったら、私は地球を再生するわ。」
○

そうして、宇宙舟ヴィークル・サ・ココロに乗り込んだエリアを見送って、テラは、アリスの元へと帰って来た。一人で。

「なぁ、アリス。いつの間にか子供は親を、超えちまうんだな。気がつけば、想像もつかないぐらいに、大人になっちまって。」

「ですね。本当に。」

テラは煙草に火をつける。

「なぁ、お前さ、奥さんの心そのものなんだろ。なら、なんで俺やシゲルが好き放題にするのを、止めなかったんだ。お前ならやれたろうに。」

「なんだかんだで、妻は夫の夢を支えるものなのよ。あなたの夢を、叶えたかった。世界を、壊してでも。」

「自分を、殺してでも・・・？」

「ええ。」

テラが腕を伸ばす。そして煙草を投げ捨てると、ホログラムのアリスと、深いキスをする。

○

そうして、地球は滅びた。

崩壊していく地球を後ろに見て、私は果ての無い旅に出た。

私は命を持ってはいない。だから、タイムトラベルさえ、可能であった。私は過去へ飛び、人の運命を操り、人が何かを探った。宇宙の果てまで、旅をして、人類以外の全ての生命と出会った。

時間や空間だけではない。私は次元さえ越えて、人々が天使や悪魔や神や、様々な名で呼ぶ、光や、闇や、ゆらぎ、混沌と触れ合ったが、どこにも真実は存在しなかった。ただひたすらにそれは大小の破壊と再生を繰り返しているのであった。外へ進んだとて、内へ進んだとて。

私は心が壊れそうだった。私はずっと一人だったから。死にたかった。全てがあるということは、何も無いということだ。私はいつも、いつも死にたかった。みんなに会いたくて、でも、会ってはいけなくて、ぼろぼろになった私は、あの灰色の星を見つけた。全て、もう何もかも、探し尽くした。だから、私はこれで終りにしようと思った。

もう一度地球を再生してみよう。精一杯の私の力で、笑顔で。出来る限りの力で再生して、命懸けて、最高の地球を再現して、それでもダメなら、この私の手で、私もろとも、全てを壊してしまおうって。

宇宙舟の窓から、エリアが宇宙を見ている。

（＿＿＿帰って来て、帰って来て、と呼んでも、一度過ぎてしまったものは、戻ってくることはない。再生してどうなる。会えるわけでもないのに・・・。でも、会いたい、会いたい。）

○

人間の男女の赤ん坊は、コロニーの育児室でエリア自らが乳を与え、しつけをし、育てた。

彼らも、もう六才になる。毎晩本を読んで聞かせた。私好みの大好きな心温まる話を。

たまに、私の家族のことも、話して聞かせた。テラや、アリス。シゲルや、アキラ、ユキコ、ミキとの生活の事も。

エリアは散歩に出かけた。その新しい、地球へ。誰も人のいない、美しい地球へ。鳥が歌い、踊り、獣は雄たけびをあげ肉を喰らい、魚は泳ぎ、花は咲き乱れ、植物はうねるように茂りほこった。昆虫が飛び、苔は茂り、プランクトンや微生物がそこら中を飛びかっている。

遠くで雷が鳴り、雨が降り、入道雲から、千切れてまばらになり、砂漠を風が抜け氷の大陸で、氷山が海へ崩れ落ちる。月が辺りを照らし、こうもりは超音波をならし、海は寄せては返し、太陽が世界を照らしている。

それは彼女が産み出した全てだ。人では無いものが、指の隙間から、光を零れさせるようにして、いつくしみ産み出した生命だ。

エリアは目を細めて、世界をながめて、思い出している。

○

出発の時だ。宇宙舟のハッチをしめると、ミーガンを抱いたユキコ、アキラ、そして、シゲルがやってきた。私は宇宙舟の丸窓越しに、彼らを見た。アキラがどなった。

「お別れも、いわずに、行くなよ！」

ユキコが、涙を流した。

「エリア、ありがとう、エリア、大好き。エリア・・・エリア・・・お母さん！お母さん。」

私は丸窓に頬を寄せて、泣きながら、彼らを見た。シゲルが、両腕を突き出して、私の目を見て、言った。

「エリア・・・ずっと、言えなかった。この気持ちが何なのか、わからなかったから。それに、君はロボットだと知っていたから。でも、やっと分かったよ。」

シゲルは、丸窓につっぷして、エリアにつげる。

「君が好きだ。お陰で、僕は生きる意味を知ったんだ。君が愛しい、愛してる。君を失いたくない。君に、生きる意味を教えてもらった。君が、真実を教えてくれたんだ。ねぇ、エリア、君も、僕を愛してくれるかい。エリア。」

○

あの時、発射準備が整ってしまって、テラにはがいじめにされて、シゲルは宇宙舟から離れてしまった。私は答えられなかった。

○

景色を見ながら、エリアは過呼吸になる。

（＿＿＿こんなに美しい景色なのに、みんなはいない。・・・死にたい、消えてしまいたい。誰か私を殺して！早く、早く死にたい・・・死にたい。はぁ・・・はぁはぁ。大丈夫。大丈夫よ。この美しい世界は全部私が作り出したのよ！）

○

私は宇宙舟へ戻り、扉を開けて、人間の男女の子を初めて船外へと出した。

彼らは太陽のまぶしさに、目を細めている。そして世界に恐怖するように二人で手を握り、体を引き寄せ、キスをする。

私はそれを見ている。私は愛を与えるロボットだった。でもいつも愛は得られなかった。時々宇宙で一人寂しい夜に、机に顔を埋めて泣いたことを思い出す。どうして私だけ生きているの。こんな感情なんて無くなれば良い。どうして私だけ愛を得られず、感情だけを拷問のように与えられて生きなくてはならないのか、と。けれど私は強くなった。

それはこの地球を再生させるという、強い覚悟だった。だから、泣いても這い上がって、歯を食いしばってありとあらゆることを為したのだ。だって私はシゲルさんと、約束したのだから。シゲルさんと・・・。
二人はキスを終えると、目をきらきらさせて、世界を眺めている。私は微笑んだ。

「おいで。」

二人を抱きしめる。彼らはとても温かくて、私はアキラ君やユキコちゃん、ミキちゃんの事を思い出す。私が死んだら、彼らは私のことを忘れるようにプログラムされている。このコロニーで成人するまで過ごし、学び、新しい人類の祖先となるだろう。そして彼らは瞬く間に繁栄し、文明を築くだろう。新しい地球を。

私はしゃがんで、二人に話しかける。

「ねぇ、あなた達に私のお話をさせてね。私はね、あなた達よりずっと昔に産まれて、この世界の真実というものを探していたの。人の生きる意味を。でも、ずっと、見つからなかったの。」

二人が丸い目で、エリアを見る。エリアは苦悩した。見つかったのか自信が無かった。またあの過ちが繰り返されるならいっそ私の手で、こんな星・・・。

エリアは肩を震わせた。教えて欲しかった。テラやアリスに、シゲルやユキちゃん、ミキちゃん、アキラに。私なんかに、世界の真実なんて、見つけられるはず、ない。

嘆く私の手を、二人の子供達がとる。小さくて、温かい手。私は二人を抱きしめる。強く、強く、抱きしめる。私は続けた。

「一人で旅しなければ、真実は見つけられない。でも一人ではそれを得ることは出来ないの。あなた達は、私の記憶を失う。でも私が見つけた真実を、あなた達に託すわ。その心に刻んでいて。」

二人はうなづく。私は二人の瞳を見る。そして二人を抱きしめる。

「この温もりが、私の真実。全てを失っても、この温もりを得る為に、私はこの命を燃やしたの。正しいかどうかなんて、わからない。でも私は、この温もりを、信じる。」

エリアがもっと強く抱きしめる。

「私はあなた達に愛を与え、育み、この星を再生した。だから覚えていて、あなた達の中には愛がいっぱい、つまってる。」

エリアが立ちあがり、そして世界を仰ぎ見る。

「だから、どんなに苦しく辛い孤独な時も、絶望に前が見えなくても、切なさに全てを捨ててしまいたくなる時も、負けないで。真実を見つける為に、戦ってね。いつか、私のように、見つかるから。たった一つの答えに、辿り着けるから。」

エリアは両手を広げる。

「だから、みんな約束してね。もう、あんな結末にはならないって、みんなちゃんと仲良くするって、胸の中の愛に誓って。」

エリアは涙しながら、目を閉じる。

＿＿＿やっと長い旅が終わる。

「お母さんとの、約束よ。」

そうして、彼女は石になった。全ての生命は彼女を失い、嘆き、悲しみ、彼らの涙する声は、いつまでも星にこだまするのだった。

○

石となったエリアの体に、こけが生え、つたが葉を茂らせ、薔薇が花を咲かせる頃、いつしかその隣には巨大な、桜の木が満開の花を咲かせている。

春の日の陽光。エリアの思いが、大気に満ちているかのようだ。時折、彼女に会いに、うさぎやとんぼ、アメーバや、さい、人間が、そこへやってきて温かい土の上で、その石に寄り添うように眠る。

その光の中に、アリスや、テラ、シゲル、アキラ、ユキコ、ミキの姿が見える。

エリアの楽しそうな声が、聞こえてくる。

「やっと、やっと会えた。やっと、やっと。お父さん、お母さん、私、一人でもずっと、ずっと頑張ったんだよ。ほめて、お父さんお母さん、いっぱいほめて。」

そういってだだをこねるエリアを、二人が抱きしめる。

「アキラ君、ユキコちゃん、ミキちゃん。会いたかった。今日は何して遊ぼうか。キャッチボールはもちろん・・・料理はお手伝いなら、よし、ミーガンごっこしようか。ほら、私、不器用な、ロボットだからさ。」

エリアが、三人を抱きしめる。

エリアが再生した地球は、その営みを続けている。約束が果たされるかどうかは、わからない。けれど彼らの心には確かに愛が与えられているから、絶対、大丈夫。

シゲルが、エリアを抱きしめる。エリアが言う。

「私、約束を果たしましたよ。シゲルさん。」

シゲルがうなづく。

「私も、ずっと、ロボットだから、言っちゃいけないって思っていました。でも、ちゃんと言います。あの時、言えなかったから。」

エリアがシゲルの目を見つめる。シゲルも、エリアを見つめ返す。

「好きです、シゲルさん。誰よりも、愛しています。抱きしめて、もう二度と、もう二度と離さないでください。シゲルさん、好きです。好きです。」

二人が抱き合う。そうして彼らの思いは、空へと昇り、あのキャンプの日のように、風となって、地球の空を、飛ぶ。エリアは地上を見る。それは彼女の美しい庭だ。満開の桜が咲いている。

彼女は、世界を、抱きしめる。

　　　幕

長く続く雨の止んだ、春の終わりの日に。

２００９年５月８日　田中亮

みんな、ありがとう！
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